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渋
滞
緩
和
と
早
期
改
修
工
事
を
望
む
！

　
　
篠
﨑
孝
之 

議
員

 
地
域
経
済
振
興
に
向
け
て

岡
野
一
男 

議
員

○
県
道
下
妻
常
総
線
に
つ
い
て

質 

問　

県
道
下
妻
常
総
線
の
下
妻

地
区
は
拡
幅
改
良
工
事
が
全
面

的
に
実
施
さ
れ
、
中
央
線
が
引

か
れ
、
す
れ
違
い
も
楽
々
で
き

る
が
、
豊
田
地
区
か
ら
道
幅
が

狭
く
な
り
、
水
海
道
地
区
に

入
っ
て
も
延
々
と
狭
い
道
路
が

続
き
、
す
れ
違
い
が
非
常
に
困

難
な
状
態
で
あ
る
。
下
妻
地
区

の
人
々
は
学
園
方
面
に
行
く
と

き
に
使
用
す
る
た
め
、
朝
の
通

勤
時
は
大
渋
滞
と
な
る
。
拡
幅

改
修
工
事
の
予
定
は
あ
る
の

か
。
市
と
し
て
県
へ
の
は
た
ら

き
か
け
は
し
て
い
る
の
か
。

　

 　

次
に
、
県
道
下
妻
常
総
線
と

県
道
土
浦
境
線
と
の
交
差
点

は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
朝
、

北
か
ら
学
園
方
面
に
左
折
す
る

車
が
非
常
に
多
く
、
逆
に
南
か

ら
学
園
方
面
に
右
折
で
き
な

い
、
曲
が
れ
な
い
と
い
っ
た
状

況
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
北
か
ら
左
折
す
る
と
き
鋭
角

に
な
っ
て
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
曲

が
れ
な
い
。
つ
ま
り
隅
切
り
を

し
て
い
な
い
構
造
上
の
問
題
も

あ
る
。
一
日
も
早
い
改
修
工
事

が
望
ま
れ
る
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答 

弁
（
企
画
総
務
部
長
） 

県
道
下

妻･

常
総
線
は
、
下
妻
市
を
起

点
と
し
、
新
井
木
町
の
小
貝
川

に
架
か
る
大
和
橋
に
至
る
路
線

で
、
沿
線
添
い
に
は
人
家
が
密

集
し
、
幅
員
が
狭
く
、
し
か
も

屈
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

状
況
。
市
内
で
は
、
五
箇
、
大

生
地
区
の
一
部
で
改
良
さ
れ
て

い
る
が
、
大
部
分
が
未
改
良
の

ま
ま
で
あ
る
。

　

 　

常
総
工
事
事
務
所
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
拡
幅

改
修
工
事
及
び
並
行
し
て
の
バ

イ
パ
ス
の
計
画
は
な
い
と
い
う

回
答
で
あ
っ
た
。

　

 　

今
後
も
引
き
続
き
、
危
険
箇

所
、
狭
隘
箇
所
の
改
修
に
つ
い

て
、
県
や
常
総
工
事
事
務
所
に

強
く
要
望
を
し
て
い
く
。

　

 　

次
に
、
県
道
下
妻
・
常
総
線

と
県
道
土
浦･

境
線
と
の
交
差

点
は
斜
め
に
交
差
し
て
い
て
、

特
に
豊
田
方
面
か
ら
つ
く
ば
市

方
面
へ
左
折
す
る
場
合
、
鋭
角

に
な
っ
て
い
て
非
常
に
曲
が
り

づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
利
用
客
の

要
望
が
多
く
毎
年
、
土
浦
・
境

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
で
常

総
工
事
事
務
所
に
対
し
、
交
差

点
改
修
も
含
め
た
要
望
活
動
を

実
施
。
こ
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
調
査
を
し
な
が
ら
検
討
す
る

と
い
う
回
答
を
得
た
。

　

 　

今
後
も
、
拡
幅
改
良
及
び
交

差
点
改
修
の
早
期
実
現
に
向
け

て
、
県
当
局
へ
積
極
的
な
働
き

か
け
を
し
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

豊
田
駐
在
所
の
跡
地
に
つ
い
て
。

は
あ
る
か
。

答 

弁
（
企
画
総
務
部
長
） 

圏
央
道

（
仮
称
）
水
海
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
物

流
拠
点
整
備
計
画
に
伴
う
整
備

方
針
に
つ
い
て
は
、
開
発
地
周

辺
の
農
業
生
産
環
境
と
集
落
生

活
環
境
の
調
和
が
と
れ
た
、
常

総
市
と
そ
の
周
辺
地
域
の
農
業

生
産
力
拡
大
に
貢
献
で
き
る
農

産
品
処
理
・
貯
蔵
・
加
工
施
設

等
と
、
こ
れ
ら
施
設
の
産
物
の

販
売
に
係
わ
る
「
道
の
駅
」
的

な
施
設
や
物
流
施
設
等
を
整
備

す
る
方
向
で
、
昨
年
度
整
備
計

画
書
を
策
定
。

　

 　

本
開
発
計
画
を
具
現
化
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
開
発
予
定
区

域
が
全
体
約
62
ｈ
ａ
に
及
ぶ
大

規
模
な
地
域
と
な
る
た
め
、
土

地
利
用
規
制
上
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
は
じ
め
、
進
出
す
る

こ
と
が
確
実
な
企
業
を
選
定
し

事
業
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

　

 　

し
か
し
現
状
と
し
て
は
、
開

通
時
期
が
不
確
定
で
、
ま
た
長

引
く
不
安
定
な
社
会
情
勢
の
影

響
も
あ
り
、
本
地
区
に
立
地
を

希
望
す
る
企
業
が
無
い
た
め
、

現
時
点
で
具
体
的
な
事
業
計
画

○ 

圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
整
備
に
つ
い
て

質 

問　

常
総
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
水
海
道
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
は

産
業
機
能
の
導
入
と
広
域
的
な

複
合
物
流
拠
点
と
し
て
の
整
備

を
図
り
、
新
た
な
産
業
拠
点
・

農
産
物
等
流
通
促
進
を
進
め
る

と
あ
る
。
整
備
計
画
で
平
成
24

年
度
完
成
予
定
と
は
い
え
、
周

辺
整
備
は
開
通
ま
で
に
完
成
し

て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。

① 

農
工
商
三
位
一
体
で
発
展
し
て

き
た
当
市
に
は
、
各
分
野
で
さ

ま
ざ
ま
の
特
産
品
が
あ
る
。
地

域
経
済
振
興
の
た
め
、
行
政
が

積
極
的
に
「
道
の
駅
」
的
な
施

設
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
あ
る
の

か
。

② 

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公

共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に

関
す
る
法
律
の
成
立
後
、
各
地

で
民
間
資
金
を
活
用
し
た
社
会

資
本
の
整
備
が
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
当
市
で
は
、
民
間
資
金

等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た
経
緯

を
策
定
す
る
こ
と
は
困
難
。

　

 　

今
後
は
圏
央
道
整
備
の
進
捗

状
況
と
景
気
回
復
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
優
良
企

業
の
発
掘
の
た
め
、
立
地
企
業

へ
の
税
制
面
の
優
遇
制
度
の
検

討
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
含
め

た
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

あ
す
な
ろ
の
里
の
今
後
の
運
営

形
態
に
つ
い
て
。 

下妻常総線


